
 
  

 

 

  
  ロータリー財団のＦＶＰの下、誕生した新しいプログラム。Vocational Training Teamのこと。 ＧＳＥの次世代プログラムといわれているが、より社会貢献度が⾼く、⽇本の技術を学びたいと 考えている諸外国からの期待値は高い。  専門職に従事する人たちへの研修だが、派遣、受け入れのどちらも可能。交換でなくても可。 人数や派遣期間についてもプロジェクトに応じて決定できる。     専門家が自分の職業スキルを活かして奉仕活動に参加できるプログラムである点。 職業を通じて社会奉仕、国際奉仕、⻘少年奉仕を実践できるともいえる。  具体的な実践内容は派遣するチームによって異なる。 ニーズを探り、そのニーズに応じたチームを派遣することができる。  ・事例① ⼼臓外科⼿術   ⼼臓外科⼿術と治療について医師や看護師への研修をおこない、⼼臓病治                 療の発展に貢献。 ・事例② 灌漑技術     日本の優れた灌漑技術を指導し、継続的安定的な収穫に貢献。  ・事例③ 認知症ケア    最先端の認知症ケアについて、派遣、訪問の両⽅で意⾒交換を⾏い、               世界の認知症ケアの質的改善に貢献。 ・事例④ 英語教育     第2言語として英語教育を実施している地区の教師の派遣、訪問を通じて               英語教育に関するベストプラクティスを学ぶ。  ※ＧＳＥと比べて、高いニーズのある分野にピンポイントで専門家を派遣し、職業奉仕を実践できる。  

 
 地区補助⾦、グローバル補助⾦のどちらでも実施可能。 グローバル補助⾦でのＶＴＴの場合、研修内容がロータリーの重点分野に関連していることが条件。 地区補助⾦でのＶＴＴの場合は、⽂化交流、国際親善的な意味合いをもつ交換プログラムを実施することができ、以前のＧＳＥを⾏うこともできる。     ★ 地区補助⾦ＶＴＴ ・資格要件︓親善と平和を推進し、健康状態を改善し、教育を⽀援し、飢餓を緩和するというロータリー         財団の使命を支える内容であること。  ・チームの構成︓年齢を問わず、ロータリアンとロータリアン以外のメンバーで構成されるチームを         地区が決定。  ・訪問の目的と期間︓提唱者が決定。例えば、奉仕の実地参加に加え異⽂化交流や親善の活動を           取り入れたり、他地区と交換することもOK。 ・予算︓提唱者が決定     第２⾔語として英語を学ぶ２地区間で、⼦供に対する英語教育の⽅法や効果について意⾒交換や      現場での実地指導の経験や現地での⽂化交流ををへて、英語教育のベストソリューションを     ⾒出すといったことも地区補助⾦VTTであれば可能です。  

VTT VTT FAQFAQ  ＶＴＴとは︖

地区補助⾦とグローバル補助⾦のＶＴＴの違いは? 

ＶＴＴの素晴らしいところは︖ 

ＶＴＴを実施するときの資⾦は︖ 

owner
テキストボックス
⑨-１




★ グローバル補助⾦ＶＴＴ ・資格要件︓６重点分野のいずれかに関連し、チームメンバーまたは派遣地域の⼈々のスキルを⾼めて、       持続可能、測定可能な成果をもたらすプログラムであること。  ・チームの構成︓該当する重点分野において最低2年の職歴を有する2名以上のメンバーと重点分野に         関する専門知識、国際経験、ロータリーの知識を有するロータリアンの         チームリーダー1名で構成。  ・訪問の目的と期間︓提唱者が決定。 ・予算︓最低30,000ドル。    ・第6200地区と第9600地区は、両地区が経験した原油流出事故による環境汚染に対応するチーム交換。 ・第2770地区の医療従事者チームがスウェーデンでアルツハイマーに関する研修を受講。 ・第9800地区から東チモールに派遣されたチームは、出産時⺟⼦死亡率を減らすために助産師を対象に研修を実施。    ・第5170地区の2名のロータリアンと6名の保健従事者からなるチームが、HIVの⺟⼦感染予防について、リベリアの保健従事者50名に1週間にわたり、HIVに関するワークショップを実施。     第2820地区の実践 ・タイ東北部で ・汎用性のある器具による最先端の人工受精技術を ・地域の酪農家、農業技術指導者に ・東京大学農学部眞鍋昇教授他６名が指導 ・費用 総額＄40,000     DDF ＄18,700（282地区0） ＄1,000（3350地区） ＄300（3340地区）         WF  ＄20,000     友好クラブ、姉妹クラブといった横のつながりや、ロータリーの国際会合などでアンテナをはって探すことができます。 また、LinkedInやFBなどのSNSを使って探すのも方法のひとつ。        地区委員会までご連絡を︕ メールアドレス︓ri2660vtt@gmail.com     まず、とりくむプロジェクトの内容を決め、地区委員会にご相談ください︕   2014年8月30日 地区財団セミナー資料 補助⾦⼩委員会 職業研修チーム担当グループ グループリーダー 川本典美 

今までの事例は?（地区補助⾦）・・・多様な実践 
今までの事例は︖（グローバル補助⾦）・・・重点分野への取り組み 
より詳しい実践例は︖ 

海外のパートナーを探すには?   
もう少し詳しくＶＴＴについて知りたい  実際にＶＴＴを実施するには?  
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